（４）田後山と東郷池
小山の崖
　田後山の先端の西北にある小山の崖には、小鴨川・竹田川水系の花崗岩、小鴨川水系の安山岩が地層の中に見られ、岩石には角がなく丸みをおびて堆積している。このことにより、新生代第４紀洪積世に、天神川の運搬作用によって堆積された一部であると思われる。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こやま),小山)の崖は、その後、沖積世に入り縄文海進又は、天神川の氾濫によって侵食されたものと考えられる。

　なお田後山先端の西側に、柱状節理が発達した玄武岩が分布している。この玄武岩は、大平農道ができる以前より垂直に露出している。しかしこの崖は、小山より標高が少し高い。侵食は、洪積世期の海進によるものと推定される。

東　郷　池
　現在、東郷池（面積４.０８平方キロメートル）には、東郷町から、東郷川、埴見川、舎人川、羽衣石川等の小河川が注いでいる。池の水は、すべて橋津川によって日本海に流れる。

　縄文海進ごろの東郷池は、日本海が、東郷町花見、舎人の平野部まで入り、東側の御冠山、西側の大平山（田後山）北側の馬ノ山に囲まれた湾であった。海退に伴い沿岸州は広がり、砂丘の発達によって湾の入口は狭くなり、東郷池に注ぐ小河川と天神川の氾濫による河川運積土等によって埋められ、現在の東郷池を形成した。
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